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私
は
工
業
高
校
を
卒
業
し

て
、
１
９
７
７
年
に
日
産
自
動

車
に
就
職
し
、
１
９
９
８
年
に

日
産
自
動
車
労
働
組
合
に
出

向
、
２
０
０
４
年
に
日
産
自
動

車
労
働
組
合
副
中
央
執
行
委
員

長
、
２
０
０
８
年
に
自
動
車
総

連
神
奈
川
地
方
協
議
会
議
長
、

２
０
１
２
年
に
連
合
神
奈
川
会

長
代
行
、
２
０
１
９
年
か
ら
は

連
合
神
奈
川
会
長
に
就
任
し
て

い
る
。
会
社
勤
務
が
約
�
年
、

労
働
組
合
勤
務
が
約
�
年
に
な

る
。

　
連
合
は
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
産

業
で
働
く
人
た
ち
が
参
加
す
る

組
織
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ

ー
）
で
、
約
７
０
０
万
人
が
加

盟
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
働
く

人
た
ち
の
た
め
に
、
雇
用
と
暮

ら
し
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
日
本
の
労
働
組
合
は
、
企
業

別
組
合
、
産
業
別
組
合
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
の
３
層
構

造
に
な
っ
て
い
る
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー

は
、
全
国
中
央
組
織
と
し
て
の

労
働
運
動
の
一
体
的
な
推
進
を

は
か
る
機
能
・
役
割
を
果
た

し
、
個
別
の
産
業
や
地
域
で
は

解
決
が
難
し
い
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
連
合
に
は
�
の
産

業
別
組
織
（
産
別
）
と
�
の
地

方
連
合
会
が
加
盟
し
て
い
る
。

産
別
に
は
同
じ
産
業
に
加
盟
す

る
企
業
別
組
合
が
加
盟
し
、
産

業
全
体
に
共
通
す
る
労
働
条
件

や
産
業
政
策
な
ど
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
企
業
別
組
合

は
、
職
場
に
お
け
る
労
使
交
渉

・
協
議
を
通
じ
て
、
労
働
条
件

の
改
善
、
職
場
環
境
の
改
善
、

組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

■
労
働
組
合
の
役
割

　
労
働
組
合
の
役
割
に
は
労
働

条
件
の
改
善
や
生
活
環
境
の
改

善
な
ど
が
あ
る
が
、
企
業
内
で

で
き
る
こ
と
と
、
企
業
内
で
は

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
企
業

内
で
で
き
る
こ
と
と
は
、
賃
金

を
上
げ
る
こ
と
や
、
社
内
の
労

働
条
件
を
良
く
す
る
こ
と
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
な
ど

で
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め

に
、
個
別
労
使
に
よ
る
交
渉
・

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
企
業
内
で
は
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
国
（
法
律
、
社

会
保
障
、
働
き
方
な
ど
）
や
県

（運
営
や
仕
組
み
、予
算
要
求
）、

市
（
運
営
や
仕
組
み
、
予
算
要

求
、
ま
ち
づ
く
り
）
な
ど
に
対

し
て
、
政
策
・
制
度
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
議
会
や
行

政
に
要
請
し
、
友
好
な
議
員
を

擁
立
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
連
合
や
地
方
連
合
会
が
行
っ

て
い
る
。

■
日
本
の
現
状

　
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

①
人
口
減
少
と
超
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
②
持
続
可
能
性
が
問

わ
れ
る
財
政
と
社
会
保
障
、
③

こ
れ
ま
で
の
日
本
経
済
の
推
移

と
技
術
革
新
の
進
展
、
④
不
安

定
な
雇
用
と
格
差
の
拡
大
、
⑤

気
候
変
動
に
よ
る
地
球
温
暖
化

と
激
化
す
る
自
然
災
害
の
五
つ

を
取
り
上
げ
た
い
。

　
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
で

あ
り
、
超
少
子
国
と
い
え
る
。

第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
１
９

７
１
～
�
年
生
ま
れ
）
以
降
、

出
生
数
の
ピ
ー
ク
は
な
く
、
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
。
そ
れ
は
消
費
す
る
人

口
も
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。
よ
り
多
く
の
人
が
長
生

き
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
社
会
の
豊
か
さ
と
安

定
の
反
映
だ
が
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
は
消
費
を
縮
小
し
、

経
済
成
長
を
減
速
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
社
会
保
障
な
ど
の
社

会
の
仕
組
み
を
維
持
し
て
い
く

う
え
で
極
め
て
重
大
な
課
題
だ

と
い
え
る
。

　
産
業
革
命
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
、第
１
次
産
業
革
命
で
は
、

石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
動
力

の
獲
得
に
よ
り
軽
工
業
が
、
第

２
次
産
業
革
命
で
は
、
石
炭
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
石
油
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
と
動
力
の
革
新
が
起
こ
っ

た
こ
と
に
よ
り
重
工
業
が
発
展

し
、
第
３
次
産
業
革
命
で
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し

て
情
報
通
信
産
業
が
拡
大
し

た
。
第
４
次
産
業
革
命
で
は
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
）
や
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

今
ま
で
想
像
で
き
な
か
っ
た
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
と
世
の

中
に
登
場
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　
今
後
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０

で
実
現
す
る
社
会
で
は
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
で
全
て
の
人
と
モ
ノ
が
つ
な

が
り
、
様
々
な
知
識
や
情
報
が

共
有
さ
れ
、
今
ま
で
に
な
い
新

た
な
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り
、
必
要
な

情
報
が
必
要
な
時
に
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
や

自
動
走
行
車
な
ど
の
技
術
で
、

少
子
高
齢
化
、地
方
の
過
疎
化
、

貧
富
の
格
差
な
ど
の
課
題
の
克

服
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
社
会

の
変
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
閉
塞

感
を
打
破
し
、
希
望
の
持
て
る

社
会
、
世
代
を
超
え
て
互
い
に

尊
重
し
合
え
る
社
会
、
一
人
一

人
が
快
適
で
活
躍
で
き
る
社
会

が
到
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
�
年
間
、
主
要
国
の
平

均
賃
金
は
上
が
っ
て
い
る
が
、

日
本
の
平
均
賃
金
は
ほ
と
ん
ど

上
が
っ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因

は
、
①
デ
フ
レ
が
長
引
い
て
、

企
業
の
投
資
機
会
が
失
わ
れ
て

い
る
こ
と
、
②
雇
用
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
が
広
が
っ
て
、
中
間
層
が

消
え
つ
つ
あ
る
こ
と
、
③
賃
金

交
渉
力
が
他
国
に
比
べ
て
弱
い

（
組
織
率
の
低
下
な
ど
に
よ
っ

て
、
集
団
的
労
使
関
係
で
カ
バ

ー
し
て
い
る
範
囲
が
縮
小
し
て

い
る
）
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

■
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
を
め
ざ
す

　
連
合
が
め
ざ
す
健
全
な
集
団

的
労
使
関
係
は
、
「
相
互
信
頼

を
基
礎
と
し
た
、
緊
張
感
あ
る

対
等
な
集
団
的
労
使
関
係
」
で

あ
り
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
生
産
性

運
動
三
原
則
（
①
雇
用
の
維
持

・
拡
大
、
②
労
使
の
協
力
と
協

議
、
③
成
果
の
公
正
分
配
）
が

あ
る
。
健
全
な
労
使
関
係
の
ベ

ー
ス
に
生
産
性
運
動
三
原
則
が

あ
る
こ
と
は
、
戦
後
の
歴
史
の

節
目
ご
と
に
経
済
界
・
労
働
界

・
学
識
者
の
三
者
が
確
認
し
合

っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
連
合
は
「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」
を
め
ざ
し
て

い
る
。
働
く
こ
と
に
最
も
重
要

な
価
値
を
置
き
、
誰
も
が
公
正

な
労
働
条
件
の
も
と
、
多
様
な

働
き
方
を
通
じ
て
社
会
に
参
加

で
き
、
社
会
的
・
経
済
的
に
自

立
す
る
こ
と
を
軸
と
し
、
そ
れ

を
相
互
に
支
え
合
い
、
自
己
実

現
に
挑
戦
で
き
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
が
く
み
こ
ま
れ
て
い

る
活
力
あ
ふ
れ
る
参
加
型
社
会

で
あ
る
。
加
え
て
、
「
持
続
可

能
性
」と
包
摂
を
基
底
に
置
き
、

年
齢
や
性
、
国
籍
の
違
い
、
障

害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず

多
様
性
を
受
け
入
れ
、
互
い
に

認
め
支
え
合
い
、
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
で

あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て

は
、
「
働
く
こ
と
」
に
つ
な
げ

る
五
つ
の
安
心
の
橋
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
五
つ
の
橋
と
は
、
「
学
ぶ
こ

と
と
働
く
こ
と
を
つ
な
ぐ
橋

（
す
べ
て
の
子
ど
も
を
包
摂
す

る
教
育
の
推
進
、
生
涯
を
通
じ

て
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整

備
な
ど
）
」
、
「
く
ら
し
と
働

く
こ
と
を
つ
な
ぐ
橋
（
す
べ
て

の
人
が
働
き
続
け
ら
れ
る
公
平

・
公
正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
確

立
、
多
様
な
働
き
方
・
生
き
方

が
選
択
で
き
る
社
会
の
構
築
な

ど
）
」
、
「
働
く
か
た
ち
を
変

え
る
橋
（
良
好
な
雇
用
の
拡
大

と
完
全
雇
用
の
実
現
、
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
な

ど
）
」
、
「
離
職
か
ら
就
労
へ

つ
な
ぐ
橋
（
職
業
訓
練
と
公
正

な
能
力
評
価
、
雇
用
の
マ
ッ
チ

ン
グ
機
能
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
戦
略

の
構
築
、
す
べ
て
の
労
働
者
に

雇
用
保
険
と
社
会
保
険
を
適
用

な
ど
）
」
、
「
健
康
・
長
寿
社

会
を
つ
く
る
橋
（
誰
も
が
希
望

す
れ
ば
生
涯
に
わ
た
り
働
き
続

け
ら
れ
る
社
会
の
構
築
、
安
心

と
信
頼
の
所
得
保
障
制
度
の
整

備
・
普
及
な
ど
）
」
だ
。

　
働
く
こ
と
の
意
義
と
は
何

か
。
私
は
、
働
く
こ
と
と
は
、

①
収
入
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
活
を
維
持
す
る
こ
と
（
経
済

的
自
立
、
生
き
て
い
く
た
め
の

手
段
）
、
②
仕
事
を
通
じ
て
知

識
や
技
術
を
習
得
し
、
や
り
が

い
を
持
ち
人
生
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
（
自
己
実
現
を
は
か
る
、

自
分
自
身
の
成
長
）
、
③
仕
事

を
通
じ
て
得
ら
れ
る
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
（
人
と

の
交
流
や
組
織
を
通
じ
て
、
社

会
の
一
員
と
な
る
）
の
三
つ
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
皆
さ
ん
は
今
後
、
仕
事
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「視
点
、

視
野
、
視
座
」
を
重
視
し
て
ほ

し
い
。
視
点
と
は
「
視
線
が
注

が
れ
る
と
こ
ろ
（
ど
こ
を
見
て

い
る
か
）
」
、
視
野
と
は
「
眼

を
動
か
さ
ず
に
知
覚
で
き
る
範

囲
（
ど
こ
ま
で
見
て
い
る
の

か
）
」
、
視
座
と
は
「
物
事
を

見
る
立
場
（
ど
こ
か
ら
、
ど
の

高
さ
か
ら
み
て
い
る
か
）
」だ
。

物
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た

め
に
、
視
点
を
変
え
視
野
を
広

げ
視
座
を
高
く
す
る
こ
と
で
、

高
い
思
考
力
に
つ
な
が
る
。

　
ま
た
、
自
分
の
正
し
さ
に
酔

っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

も
言
っ
て
お
き
た
い
。
相
手
へ

の
リ
ス
ペ
ク
ト
（
敬
意
）
と
自

己
へ
の
サ
ス
ペ
ク
ト
（
疑
念
）

が
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。
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